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6月23日

芝植えイベント
（島崎公園）
（P4参照）

令和元年6月定例会
　補正予算　5,079万円を可決
常任委員会正副委員長決まる
市民と議会の懇談会

p.2～3
p.5
p.6
p.7～10
p.12～13

p.14～15

一般質問 10人の議員が市政を問う

〈特集〉
追跡！　議会活動 所管事務調査

〈特集〉議員が
おじゃましました！ 漁師町ととまーと
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6月定例会・条例等

令和元年度
6月

補正予算 広域ごみ処理施設の防災対策工事に1,503万円広域ごみ処理施設の防災対策工事に1,503万円広域ごみ処理施設の防災対策工事に1,503万円

総
務
文
教
委
員
会

条
例
関
係

　
よ
り
公
平
な
課
税

と
事
務
の
合
理
性
を

高
め
る
た
め
に
、
京

都
地
方
税
機
構
に
申

告
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
償
却
資
産
に
係

る
受
付
事
務
な
ど
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
伴
う
市
町
村

分
担
金
の
負
担
額
を

定
め
る
も
の
。

　
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
３
５
万
円

以
下
の
未
婚
の
ひ
と

り
親
の
個
人
住
民
税

を
、
非
課
税
と
す
る

も
の
。
ま
た
、
住
民

税
申
告
書
の
記
載
事

項
を
簡
素
化
す
る
も

の
。

　
10
月
１
日
か
ら
消

費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
税
率
が
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
た

め
、
し
尿
収
集
手
数

料
の
引
き
上
げ
を
行

う
も
の
。

京
都
地
方
税
機
構

の
業
務
に
償
却
資

産
の
事
務
を
追
加

し
尿
収
集
手
数
料

の
引
き
上
げ

市
税
条
例
の
一
部

改
正

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

シ
ス
テ
ム
の
改
修
に

３
５
２
万
円

Ｑ
　
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
改
正
に
よ

り
、
現
在
の
保
育
料
が

無
償
に
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
、
こ
の
10
月
か

ら
ど
う
変
わ
る
の
か
？

Ａ
　
保
育
料
は
無
償
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
食

材
費
は
個
人
負
担
に
す

べ
き
と
の
国
の
方
針
が

あ
る
。
現
在
よ
り
も
高

く
な
る
と
い
っ
た
逆
転

現
象
が
起
こ
り
得
る
課

題
が
あ
り
、
詳
細
な
制

度
設
計
を
国
で
整
理
中

で
あ
る
。

産
業
建
設
福
祉
分
科
会

予
算
決
算
委
員
会

委
員
間
討
議

児
童
福
祉
事
務
事
業

○
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
改
正
に
よ
る
詳
細

な
制
度
設
計
は
、
整
理

中
と
の
こ
と
だ
が
、
詳

細
設
計
が
決
定
し
て
か

ら
の
予
算
計
上
で
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

○
５
月
の
法
改
正
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
の
準

備
費
用
と
し
て
必
要
な

経
費
で
あ
り
、
本
定
例

会
で
の
補
正
予
算
計
上

が
妥
当
で
あ
る
。

　
　
日
本
共
産
党

小
濃
　
孝
之

　
地
方
自
治
体
は
、

地
方
税
の
税
目
や
税

率
設
定
な
ど
自
主
的

に
決
定
す
る
課
税
自

主
権
を
有
す
る
が
、

今
回
の
規
約
変
更
は
、

償
却
資
産
の
課
税
事

務
を
地
方
税
機
構
で

行
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
課
税
自
主

権
が
事
実
上
侵
害
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
事
務
的
・
機

械
的
な
課
税
実
務
と

な
り
、
信
頼
さ
れ
る

税
務
行
政
に
は
な
り

得
な
い
。
地
方
税
機

構
の
根
本
的
な
見
直

し
を
求
め
る
。

反
対

京都地方税機構規約の変更討論
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6月定例会・補正予算

　
令
和
元
年
６
月
定
例
会
を
５
月
29
日
か
ら
６
月
24
日
ま
で
の
27

日
間
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
案
の
令
和
元
年

度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
７
議
案
と
追
加
の
市
議
提
案
の

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光
に
関
す
る
提
言
書（
案
）」、

「
空
家
空
地
対
策
に
関
す
る
提
言
書（
案
）」
の
２
議
案
を
審
議
し
、
い

ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
10
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
30
人
（
３
月
定
例
会
は
50
人
）
で
し
た
。

６
月
定
例
会
の
う
ご
き

広域ごみ処理施設の防災対策工事に1,503万円広域ごみ処理施設の防災対策工事に1,503万円広域ごみ処理施設の防災対策工事に1,503万円

人

事

関

係

人

事

関

係

同意
◆
財
産
区
管
理
委
員

　
○
栗
田
財
産
区

　
　
有
本
　
輝
雄
　
氏

　
　
中
嶋
　
道
博
　
氏

　
　
山
下
　
祐
次
　
氏

　
　
谷
口
　
真
人
　
氏

　
　
尾
浪
　
正
明
　
氏

　
○
日
ヶ
谷
財
産
区

　
　
岡
野
　
　
均
　
氏

広
域
ご
み
処
理
施
設
の

防
災
対
策
工
事
に

１
５
０
３
万
円

　
宮
津
与
謝
環
境
組
合

が
実
施
す
る
防
災
対
策

事
業
で
、
組
合
規
約
に

基
づ
く
負
担
割
合
に
応

じ
た
事
業
の
追
加
分
担

金
。
土
砂
対
策
の
た
め

沈
砂
池
と
フ
ト
ン
カ
ゴ

の
設
置
な
ど
を
行
う
も

の
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
の

更
新
に

２
８
０
万
円

　
市
民
体
育
館
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
機
器
を
更

新
し
、
２
台
に
設
置
す

る
も
の
。

Ｑ
　
な
ぜ
当
初
予
算
に

計
上
し
な
か
っ
た
の

か
？

Ａ
　
本
来
は
当
初
予
算

に
計
上
す
る
も
の
だ
が
、

有
利
な
財
源
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

金
を
活
用
し
た
。
内
示

が
４
月
15
日
で
あ
っ
た

た
め
６
月
補
正
に
計
上

し
た
。
今
後
も
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
の
活

用
を
念
頭
に
、
機
器
を

更
新
し
て
い
く
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
は
１
０
０
万
円
以

上
の
備
品
が
助
成
対
象

で
あ
り
、
有
利
な
助
成

金
を
活
用
す
る
こ
と
は

財
源
の
限
ら
れ
て
い
る

中
で
大
変
重
要
で
あ
る
。

主な一般会計補正予算

補正総額5,079万円
宮津与謝環境組合分担金

1,503万円
プレミアム付商品券事業

2,500万円
市民体育館整備事業

280万円
児童福祉事務事業　352万円
排水機場整備事業　500万円
　　　　　　　　　　　など

総
務
文
教
分
科
会

令
和
元
年
度
6
月
補
正
予
算
審
査
Q
&
A

委
員
間
討
議

ち
ん
さ
　
ち

　次
の
と
お
り
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
員
　
　
　
　
今
井
　
真
二
　
氏



　早稲田大学マニフェスト研究所が2018年度の「議会改革度調査ランキング」を発表しました。
　アンケートに回答した1,447議会（全体の81％）中、
宮津市は164位（前年比58位アップ）でした。
　本ランキングは、主に以下3点を数値化したものです。
　　・議事録や交際費の公開といった｢情報共有｣
　　・住民の意見聴取などの｢住民参加｣
　　・議会改革などの｢機能強化｣

　引き続き｢議会改革」に取り組みたいと思います。
　なお、他の京都府北部4市の全国順位は以下の通りです。(カッコ内は前年比)
　　福知山市 11位（+ 2）、京丹後市 59位（+16）
　　舞 鶴 市 119位（+23）、綾 部 市 281位（▲ 2）
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議 会 の 構 成

・
予
算
・
決
算
の
議
案
な
ど
に
関
す

　
る
事
項

・
総
務
部
、
企
画
財
政
部
、
市
民
部
、

　
会
計
課
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に

　
属
す
る
事
項

・
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し

　
な
い
事
項

・
健
康
福
祉
部
、
産
業
経
済
部
、
建

　
設
部
、
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属

　
す
る
事
項

議
会
の
構
成

予
算
決
算

委

員

会

総
務
文
教

委

員

会

産
業
建
設
福
祉

委

員

会

委
員
会
名

所
管
事
項

委
員
名（
◎
委
員
長
◇
副
委
員
長
）

（
令
和
元
年
6
月
24
日
現
在
）

◎
德
本
　
良
孝
　
◇
星
野
　
和
彦

　
久
保
　
　
浩
　
　
松
本
　
　
隆

　
向
山
　
禎
彦
　
　
横
川
　
秀
哉

　
小
濃
　
孝
之
　
　
長
林
　
三
代

　
松
浦
登
美
義
　
　
坂
根
　
栄
六

　
長
本
　
義
浩
　
　
河
原
　
末
彦

◎
久
保
　
　
浩
　
◇
長
本
　
義
浩

　
向
山
　
禎
彦
　
　
長
林
　
三
代

　
松
浦
登
美
義
　
　
德
本
　
良
孝

　
北
仲
　
　
篤

◎
小
濃
　
孝
之
　
◇
横
川
　
秀
哉

　
星
野
　
和
彦
　
　
松
本
　
　
隆

　
坂
根
　
栄
六
　
　
河
原
　
末
彦

常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
（
議
会
情
報
化
委
員
会
は
、
２
年
任
期
の
た
め
、
改
選
し
て
い
ま
せ
ん
）

情報共有 住民参加 機能強化
120位 412位 123位

2018年度議会改革度調査ランキング、宮津市議会は164位

4　　　 市議会だより　2019.8  No.96

議 決 結 果

　
６
月
23
日
、
浜
町
地
区

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
あ

わ
せ
改
修
整
備
を
行
っ
た

「
島
崎
公
園
」で
、「
芝
植

え
イ
ベ
ン
ト
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
曇
り
空
で
し
た

が
、
公
園
に
集
ま
っ
た
約

２
５
０
人
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
無

償
提
供
さ
れ
た
約
２
万
２

０
０
０
株
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。
今
後
、
養
生
期
間

を
経
て
、
９
月
中
に
は
開

放
さ
れ
る
予
定
で
す
。
よ

り
一
層
親
し
み
を
も
っ
て

利
用
で
き
る
公
園
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

芝
植
え

　イ
ベ
ン
ト

芝
植
え

　イ
ベ
ン
ト

芝
植
え

　イ
ベ
ン
ト

表
紙

＜報告第1号～4号及び議第1号、2号、7号は５月29日、その他は６月24日に議決。＞
※議長（北仲）は、可否同数の場合のみ可否を裁決します。 
※市議第１号、市議第２号は議員が提案した議案です。

案件・結果　　　　　　　　　　　議員名

会　　派　　名

議
案
番
号

蒼　　風　　会 共産党
議員団

無所属
クラブ公明党市民新生

クラブ

星
　
野
　
和
　
彦

久
　
保
　
　
　
浩

小
　
濃
　
孝
　
之

長
　
林
　
三
　
代

松
　
本
　
　
　
隆

松
　
浦
　
登
美
義

北
　
仲
　
　
　
篤

河
　
原
　
末
　
彦

德
　
本
　
良
　
孝

横
　
川
　
秀
　
哉

長
　
本
　
義
　
浩

向
　
山
　
禎
　
彦

坂
　
根
　
栄
　
六
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報告１

報告２

報告３

報告４

1

2

3

4

5

6

7

市議１

市議２

承認

承認

承認

承認

同意

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

財産区管理委員の選任

固定資産評価員の選任

京都地方税機構規約の変更

市税条例の一部改正

Ｒ元　一般会計補正予算（第1号）

空家空地対策に関する提言書（案）

専決処分の承認を求めること（市税条
例等の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めること（国民健
康保険税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めること（介護保
険条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めること（Ｈ３０
一般会計補正予算（第8号））

廃棄物の減量化及び適正処理等に関す
る条例の一部改正

Ｒ元　土地建物造成事業特別会計補正
予算（第1号）
インバウンドを中心とした観光に関す
る提言書（案）

議決結果



◇答弁者は、下記のとおり略称を使用しています。
　企画部長…企画財政部長　　　福祉部長…健康福祉部長
　産業部長…産業経済部長

◇答弁者は、下記のとおり略称を使用しています。
　企画部長…企画財政部長　　　福祉部長…健康福祉部長
　産業部長…産業経済部長

質
問
　
国
保
加
入
者
は
、

所
得
に
対
し
税
負
担
が

重
い
。
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

市
民
部
長
　
国
保
は
、

他
の
被
用
者
保
険
の
よ

う
に
雇
用
者
側
の
負
担

が
な
く
、
収
入
に
対
す

る
保
険
税
の
負
担
は
高

く
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
り
入
れ
を

行
い
、
保
険
税
を
引
き

下
げ
る
べ
き
だ
。

市
民
部
長
　
国
保
は
社

会
保
険
で
あ
り
、
原
則

は
相
互
扶
助
。
将
来
に

わ
た
り
国
保
を
健
全
に

維
持
し
て
い
く
上
で
も

法
定
外
繰
り
入
れ
は
適

切
で
な
い
。

質
問
　
市
長
は
、
子
ど

も
に
係
る
均
等
割
の
廃

止
・
軽
減
は
必
要
と
の

認
識
か
。

市
民
部
長
　
子
育
て
世

帯
の
経
済
負
担
軽
減
は

大
事
な
要
素
。
引
き
続

き
、
全
国
市
長
会
な
ど

を
通
じ
て
国
庫
負
担
を

い
た
だ
け
る
よ
う
国
に

要
請
し
て
い
く
。

質
問
　
子
ど
も
に
係
る

均
等
割
の
総
額
が
１
３

０
０
万
円
で
あ
れ
ば
、

市
長
の
決
断
で
廃
止
・

軽
減
を
す
べ
き
だ
。

市
民
部
長
　
必
要
財
源

を
他
の
被
保
険
者
に
カ

バ
ー
し
て
も
ら
う
、
あ

る
い
は
法
定
外
繰
り
入

れ
を
し
て
市
民
全
体
に

負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

は
困
難
。

質
問
　
国
民
健
康
保
険

法
第
一
条
の
認
識
は
。

市
民
部
長
　
国
民
皆
保

険
と
い
う
世
界
に
類
を

み
な
い
社
会
保
障
を
実

現
し
た
画
期
的
な
法
律

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
丹
後
管
理
ユ
ニ

ッ
ト
で
総
数
５
１
０
頭

程
度
が
生
息
、
こ
の
う

ち
宮
津
Ａ
群
（
養
老
・

日
ケ
谷
方
面
）
の
生
息

頭
数
は
ど
う
か
。

産
業
部
長
　
平
成
25
年

度
で
１
５
０
頭
が
、
個

体
数
調
整
を
進
め
平
成

30
年
度
は
56
頭
。

質
問
　
最
近
の
捕
獲
頭

数
は
ど
う
か
。

産
業
部
長
　
平
成
26
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
宮
津
30
頭
、

伊
根
91
頭
、
計
１
２
１

頭
捕
獲
し
て
い
る
。

質
問
　
宮
津
市
で
の
被

害
額
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
部
長
　
被
害
額
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
25
年

度
ま
で
の
平
均
で
約
３

０
０
万
円
で
あ
っ
た
も

の
が
、
平
成
30
年
度
は

平
均
80
万
円
に
減
少
し

て
い
る
。

質
問
　
捕
獲
な
ど
を
委

託
し
て
い
る
猟
友
会
の

会
員
数
の
推
移
は
ど
う

か
。

産
業
部
長
　（
一
社
）京

都
府
猟
友
会
宮
津
支
部

猟
友
会
の
会
員
数
は
、

平
成
29
年
度
で
総
数
41

名
で
、
吉
津
以
南
28
名
、

府
中
以
北
13
名
と
聞
い

て
い
る
。

質
問
　
人
へ
の
被
害
も

懸
念
さ
れ
る
が
頭
数
管

理
な
ど
今
後
の
施
策
は
。

産
業
部
長
　
宮
津
Ａ
群

56
頭
を
20
頭
ま
で
減
少

さ
せ
る
目
標
で
、
個
体

数
調
整
計
画
を
府
へ
提

出
し
、
本
年
２
月
に
承

認
さ
れ
た
。
今
後
実
施

に
向
け
進
め
て
い
く
。

10人の議員が一般質問
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一 般 質 問

一問一答

サ
ル
被
害
対
策
の
現
状
及
び

今
後
の
施
策
を
問
う

一問一答

所
得
水
準
に
比
べ
負
担
が
重
く
な
っ
て

い
る
国
保
税
は
引
き
下
げ
る
べ
き
だ

日本共産党
小濃　孝之

無所属クラブ
久保　浩

題字を宮津出身の尾崎邑鵬先生に書いていただきました。題字を宮津出身の尾崎邑鵬先生に書いていただきました。
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市民と議会の懇談会

　市議会では、より多くの市民のみなさんの声をお聞きするため、各種団体のみなさんと懇談会を
開催しました。
　７月２日に総務文教委員会の委員がＰＴＡの皆さん（１６人）と、産業建設福祉委員会の委員が
ボランティア連絡協議会の皆さん（１１グループ２４人、個人１人）と意見交換を行いました。

　ＰＴＡの皆さんとは、２班に分かれて懇談し、次のようなご意見をいただきました。
【主な意見】
 登下校の安全対策などの取り組み
〇　多くの学校で保護者、地域の方々、教職員など
の協力で日々安全の確保に努めていただいている。
　警察によるパトカーでの巡回協力も日常的によく
していただいて安心である。

〇　地域の方々からは、見守る中、元気にあいさつ
してくれるので、逆に励みになり、やりがいを感
じると聞いている。

 小中一貫教育の取り組み
〇　教育の質を高め、発達段階による系統性を考え一貫教育を進めている。中学教師が算数、体育
を小学校へ教えに来ている。英語も専門（指導者）が小学校へ来ているだけでなく、中学校のク
ラブ活動を小学生が体験するなどの連携もある。

〇　地域の方々との連携という意味では花いっぱい運動、海浜清掃などの取り組みもある。

　
　　宮津市ボランティア連絡協議会の皆さんとは、３班に分かれ、「ボランティア活動の現状と課題
について」をテーマに懇談し、次のようなご意見をいただきました。

【主な意見】
〇　ひとり暮らし高齢者などを対象に配食サービス
を行っている。会員が高齢化してきており、新た
なスタッフが確保できないことも課題になってい
る。

〇　活動している会場の環境があまり良くない、使
用料が高いといった問題があり、今後、活動を継
続していく上での課題。

〇　退職しても年金を受給するまでは働く人が増え
ている。また、介護や孫の世話などで時間的ゆと
りがない人もあり、ボランティアの確保は難しい。

〇　ボランティア活動は地域を潤したり、柔らかくする役割がある。宮津市でボランティア活動が
拡大していくことを願っている。

市民と議会の懇談会市民と議会の懇談会

総務文教委員会

産業建設福祉委員会
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質
問
　
現
在
、
下
水
道

区
域
内
で
、
何
ら
か
の

理
由
か
ら
下
水
道
管
を

布
設
す
る
こ
と
が
極
め

て
難
し
い
箇
所
が
存
在

す
る
。
何
が
問
題
で
障

害
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
今
後
の
整
備
手
法

及
び
水
洗
化
の
対
応

は
。

建
設
部
長
　
現
在
、
江

尻
・
難
波
野
及
び
今
福

地
区
の
一
部
を
整
備
中

で
、
今
年
度
末
に
は
事

業
計
画
区
域
が
概
成
す

る
予
定
。
こ
う
し
た

中
、
下
水
道
の
計
画
区

域
で
あ
り
な
が
ら
、
９

カ
所
30
戸
が
下
水
道
へ

の
接
続
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
要
因
は
、
①

里
道
の
位
置
や
そ
の
境

界
の
確
定
が
困
難
で
あ

る
。
②
家
屋
が
市
道
な

ど
の
公
道
に
面
し
て
い

な
い
。
③
公
道
が
狭
く

家
屋
が
接
近
し
て
い
る

た
め
、
下
水
道
管
の
布

設
が
困
難
で
あ
る
。
④

家
屋
が
公
道
よ
り
も
低

く
、
か
つ
宅
地
内
に
排

水
ポ
ン
プ
な
ど
の
設
置

が
困
難
で
あ
る
な
ど
。

下
水
道
へ
の
接
続
が
困

難
な
箇
所
へ
の
今
後
の

対
応
は
、
そ
の
要
因
の

一
つ
で
あ
る
里
道
の
位

置
や
境
界
の
確
定
が
で

き
た
場
合
は
、
早
期
に

下
水
道
の
整
備
に
努
め

る
。
そ
の
他
の
要
因

は
、
現
状
で
は
下
水
道

整
備
は
困
難
と
考
え
て

い
る
が
、
公
道
に
面
し

て
い
る
家
屋
の
排
水
設

備
な
ど
を
使
用
す
る
こ

と
が
、
住
民
同
士
の
間

で
合
意
が
得
ら
れ
た
場

合
、
下
水
道
を
利
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
、

今
後
、
個
別
に
説
明
を

行
う
。

一 般 質 問

質
問
　
ふ
る
さ
と
納
税

の
開
始
以
来
11
年
間
の

累
計
は
３
億
７
５
０
０

万
円
だ
。
直
近
の
①
実

績
と
②
市
民
税
の
減
少

額
を
尋
ね
る
。

企
画
部
長
　
予
算
額
１

億
２
千
万
円
に
対
し
、

Ｈ
29
年
度
①
９
８
０
０

万
円
。
②
９
０
０
万
円
、

Ｈ
30
年
度
①
８
７
０
０

万
円
②
１
２
０
０
万
円

の
減
少
。

質
問
　
ふ
る
さ
と
納
税

サ
イ
ト
の
利
用
と
手
数

料
の
比
率
を
尋
ね
る
。

企
画
部
長
　
６
社
と
契

約
し
、
約
４
千
件
利
用
。

（
ほ
ぼ
１
０
０
％
）手
数

料
は
、
約
７
％
〜
15
％
。

質
問
　
他
市
町
を
参
考

に
鉄
道
の
貸
切
列
車
、

高
齢
者
の
見
守
り
代
行
、

空
き
家
の
現
状
報
告
や

空
き
地
の
草
刈
り
、
校

歌
の
Ｃ
Ｄ
作
成
な
ど
に

よ
る
増
額
策
を
提
案
。

企
画
部
長
　
実
現
可
能

な
も
の
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　
ふ
る
さ
と
納
税

の
専
任
職
を
や
め
て
か

ら
、
実
績
低
迷
と
他
市

町
へ
の
寄
付
が
増
加
し

て
い
る
。
納
税
サ
イ
ト

へ
の
手
数
料
の
負
担
も

か
さ
む
。
選
択
と
集
中

・
費
用
対
効
果
・
短
期

戦
略
の
観
点
か
ら
専
任

職
の
再
開
を
提
案
す
る
。

企
画
部
長
　
ふ
る
さ
と

納
税
は
大
切
な
財
源
と

し
て
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
財
政
危
機
を
乗

り
切
る
運
動
と
し
て
、

寄
付
者
へ
の
紹
介
者
デ

ー
タ
作
成
と
表
彰
制
度

の
創
設
を
提
案
す
る
。

企
画
部
長
　
紹
介
者
の

把
握
が
で
き
な
い
の
で

実
施
は
困
難
。

質
問
　
正
月
三
が
日
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

な
ど
に
籠
神
社
周
辺
を

先
頭
に
発
生
す
る
国
道

１
７
８
号
の
渋
滞
は
、

行
政
と
し
て
何
が
原
因

と
思
う
か
。

企
画
部
長
　
多
く
の
マ

イ
カ
ー
で
の
観
光
客
に

対
し
地
元
民
間
駐
車
場

収
容
台
数
約
３
０
０
台

で
は
収
容
し
き
れ
な
い

た
め
渋
滞
が
発
生
。

質
問
　
公
共
施
設
な
ど
、

臨
時
駐
車
場
の
運
用
は
。

企
画
部
長
　
府
中
地
区

渋
滞
対
策
協
議
会
と
渋

滞
緩
和
に
向
け
て
府
中

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
臨
時

駐
車
場
を
開
設
。
今
後
、

誘
導
方
法
や
運
用
方
法

の
見
直
し
な
ど
の
改
良

に
支
援
し
て
い
く
。

質
問
　
国
道
の
ゼ
ブ
ラ

ゾ
ー
ン
を
活
用
し
た
東

向
き
２
車
線
化
は
可
能

か
。

副
市
長
　
府
中
地
区
は

海
の
京
都
と
し
て
京
都

府
、
宮
津
市
、
地
元
と

協
議
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
来
た
。
５
年

を
経
過
す
る
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
も
含

め
地
元
と
協
議
す
る
。

質
問
　
渋
滞
の
迂
回
路

と
な
る
市
道
役
場
西
山

線
の
通
行
自
粛
な
ど
の

規
制
は
可
能
か
。

企
画
部
長
　
案
内
表
示

看
板
の
設
置
は
出
来
る

と
思
う
が
、
地
域
や
地

元
協
議
会
と
協
議
し
検

討
す
る
。

質
問
　
市
道
の
交
差
点

で
の
具
体
の
安
全
対
策

は
。

建
設
部
長
　
十
字
な
ど

の
路
面
表
示
に
よ
る
注

意
喚
起
が
考
え
ら
れ
る
。

国
道
１
７
８
号
線
の
渋
滞
対
策
、

市
道
役
場
西
山
線
の
安
全
対
策
を
問
う

一問一答

ふ
る
さ
と
納
税
の
選
択
と
集
中

一問一答

無所属クラブ
星野　和彦

公明党
松本　隆

蒼風会
長本　義浩

下
水
道
整
備
の
課
題
と
水
洗
化
の

促
進
を
問
う

一　　括
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一 般 質 問

質
問
　
島
崎
公
園
で
の

屋
台
販
売
や
ト
ラ
ッ
ク

市
な
ど
稼
ぐ
公
園
を
目

指
し
て
は
ど
う
か
。

建
設
部
長
　
島
崎
公
園

の
活
用
は
指
定
管
理
も

含
め
庁
内
で
協
議
検
討
。

質
問
　
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ

テ
ル
の
進
出
に
よ
る
地

域
で
の
食
事
の
提
供
や

空
き
店
舗
な
ど
を
活
用

し
た
稼
ぐ
観
光
。
宮
津

駅
・
道
の
駅
・
橋
立
間

の
誘
導
看
板
設
置
で
歩

く
観
光
、
自
転
車
観
光

の
誘
導
を
。

産
業
部
長
　
ホ
テ
ル
進

出
に
伴
う
経
済
波
及
効

果
は
大
き
く
、
地
域
に

情
報
提
供
し
、
受
け
入

れ
態
勢
を
充
実
。
自
転

車
道
の
誘
導
看
板
は
府

に
要
望
。
ま
た
、
ス
マ

ホ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
や
周
遊
マ
ッ
プ
の
充

実
を
図
る
。

質
問
　
現
在
の
宮
津
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
分

か
り
難
く
と
て
も
不
親

切
だ
。
誰
で
も
簡
単
に

欲
し
い
情
報
が
得
ら
れ

る
よ
う
改
良
す
べ
き
だ
。

企
画
部
長
　
閲
覧
者
の

視
点
に
立
っ
た
、
見
や

す
く
使
い
や
す
く
ス
マ

ホ
対
応
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
抜
本
的
に
改
修

す
る
必
要
が
あ
る
が
、

財
政
難
の
折
、
有
利
な

財
源
の
確
保
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

質
問
　
費
用
面
の
こ
と

を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

な
ぜ
バ
ナ
ー
広
告
が
な

い
の
か
。
ス
ポ
ン
サ
ー

獲
得
の
た
め
の
努
力
不

足
と
し
か
思
え
な
い
。

企
画
部
長
　
６
月
か
ら

１
社
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
が
過
去
の
実
績
か

ら
見
る
と
最
大
８
社
あ

っ
た
の
で
、
そ
れ
を
上

回
る
よ
う
に
す
る
。

質
問
　
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
行
財
政
改
革
で

は
、
「
市
長
は
何
を
考

え
て
い
る
の
か
」
「
市

は
何
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
」
常
に
新
し

い
情
報
や
成
果
、
刻
一

刻
と
変
化
す
る
財
政
状

況
を
市
民
の
皆
様
に
報

告
す
る
義
務
が
あ
る
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
「
宮

津
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
っ
た
バ
ナ
ー

を
作
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

企
画
部
長
　
現
在
も
収

支
不
足
解
消
に
向
け
た

指
針
を
載
せ
て
は
い
る

が
、
も
っ
と
目
立
つ
位

置
に
バ
ナ
ー
を
貼
り
付

け
る
な
ど
し
て
見
や
す

く
分
か
り
や
す
い
よ
う

改
良
す
る
。

地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、

住
民
が
望
む
方
法
を
協
議
す
る
べ
き
だ

一問一答

よ
り
使
い
や
す
く
魅
力
的
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
を

一問一答

稼
ぐ
観
光
施
策
を

一問一答

日本共産党
長林　三代

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
を

質
問
　
強
靭
化
地
域
計

画
策
定
で
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
な
ど
最
小
限

の
被
害
及
び
復
旧
施
策

策
定
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
。

総
務
部
長
　
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
直
ち

に
は
困
難
。
趣
旨
を
踏

ま
え
防
災
・
減
災
に
努

め
る
。
今
年
度
は
、
宮

津
市
地
域
防
災
計
画
の

抜
本
改
定
と
、
地
区
防

災
計
画
の
作
成
に
努
め

る
。

質
問
　
バ
ス
の
枝
線
６

路
線
が
廃
止
の
方
向
だ
。

地
域
か
ら
は
「
通
院
も

買
い
物
も
で
き
な
い
」

「
子
ど
も
が
塾
に
通
え

な
く
な
る
」
「
切
り
捨

て
ら
れ
た
よ
う
だ
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
住
民
の
足
を
な
く

す
こ
と
は
住
み
に
く
い

地
域
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
の
か
。

企
画
部
長
　
公
共
交
通

の
、
社
会
生
活
へ
の
役

割
は
非
常
に
高
い
。
社

会
生
活
を
守
る
た
め
の

手
法
を
住
民
と
考
え
て

い
く
。
丸
投
げ
で
も
切

り
捨
て
で
も
な
い
。

質
問
　
ス
ー
パ
ー
の
無

料
送
迎
や
バ
ス
の
幹
線

延
伸
は
ど
う
か
。
　

企
画
部
長
　
住
民
要
望

を
聞
き
な
が
ら
、
幹
線

の
延
伸
や
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
も
含
め
実
現
可

能
か
検
討
し
て
い
く
。

フ
ク
シ
マ
の
教
訓
を
生
か
し
た
政
治
を

質
問
　
市
長
は
「
原
発

す
ぐ
廃
止
は
現
実
的
で

な
い
」
と
発
言
し
た
。

福
井
の
原
発
に
何
か
あ

れ
ば
市
民
の
暮
ら
し
は

ど
う
な
る
の
か
、
考
え

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
原
発
事
故
は
二

度
と
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
。
国
の
新
規
制
基

準
を
ク
リ
ア
で
き
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

質
問
　
市
長
は
再
稼
働

に
賛
成
の
立
場
だ
。
フ

ク
シ
マ
の
教
訓
を
生
か

し
、
原
発
ゼ
ロ
に
か
じ

を
切
る
べ
き
だ
。

市
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
に
大
筋
同
調
。

蒼風会
横川　秀哉

公明党
松浦　登美義

い
ち
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政 務 活 動 費

平成30年度 政務活動費収支報告一覧（8～3月分）

主な支出内容

収
入

支
　
　
　
出

政務活動費
自己負担分
計

調査研究費
研修費
広報費
広聴費

要請・陳情活動費
会議費

資料作成費
資料購入費
人件費
事務所費
　　計
返 還 金

所属議員名

坂根　栄六
向山　禎彦
長本　義浩
横川　秀哉

蒼　風　会

（4人）

320,000
0

320,000
254,520

0
60,050

0
0
0
0
0
0
0

314,570
5,430

市民新生クラブ
8～11月（2人）
12～3月（3人）

德本　良孝
河原　末彦
北仲　　篤

200,000
0

200,000
81,010

0
0
0
0
0
0

5,352
0
0

86,362
113,638

松浦登美義
松本　　隆

160,000
0

160,000
79,820
50,000

0
0
0
0
0
0
0
0

129,820
30,180

公 明 党

（2人）

160,000
0

160,000
117,580

0
0
0
0
0
0

17,784
0
0

135,364
24,636

長林　三代
小濃　孝之

日本共産党
宮津市会議員団
（2人）

無所属クラブ

（2人）

久保　　浩
星野　和彦

160,000
0

160,000
98,350

0
0
0
0
0
0
0
0
0

98,350
61,650

（德本　良孝）
（安達　　稔）

宮津新生会

8～11月（2人）

80,000
0

80,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

80,000
※10月15日　「自民党宮津新生会」は「宮津新生会」に改称。
※11月10日　安達稔議員辞職。11月11日「宮津新生会」は解消。
※11月11日　「市民連合クラブ」に德本良孝議員加入、同日幹事長交代（河原議員→德本議員）。
※11月16日　「市民連合クラブ」は「市民新生クラブ」に改称。

会　　派 支　　出　　内　　容
・調査研究費

・広報費

・調査研究費

・調査研究費
・研修費

・調査研究費

・資料購入費

・調査研究費

福岡県太宰府市／歴史と文化の環境税
山口県岩国市／路上喫煙対策・禁煙条例
岡山県瀬戸内市（牛窓オリーブ園）／2000本でも経営が成り立つオリーブ栽培
活動広報チラシ印刷ほか

愛知県岩倉市／議会基本条例を礎とした議会改革
岐阜県関ヶ原町（関ヶ原歴史資料館）／歴史ガイドの総合学習への参画

愛知県東栄町／東栄町の移住・定住の取り組み
㈱地方議会総合研究所／議員セミナー「地方創生と地方議員の在り方」

静岡県熱海市（NPO法人atamista）／まちの活性化
神奈川県大和市（なないろ畑(株)）／これからの農業の在り方
平和新聞、注釈地方自治法

滋賀県守山市／自転車によるまちづくり　ビワイチ・サイクルサポートステーション
滋賀県長浜市／黒壁を中心としたまちづくり
岐阜県高山市／インバウンド戦略

※関係書類（会計帳簿、視察報告書など）は、市議会ホームページ、情報公開コーナー（本館１階 市民ホール）、
　議会図書室（本館４階）で閲覧していただけます。

蒼風会

市民新生クラブ

公明党

日本共産党
宮津市会議員団

無所属クラブ
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一 般 質 問

質
問
　
こ
の
地
域
の
課

題
の
本
質
は
人
財
流
出
。

こ
の
社
会
構
造
の
解
決

に
向
け
て
若
者
が
戻
っ

て
来
ら
れ
る
選
択
肢
・

環
境
づ
く
り
が
必
要
。

内
閣
府
の
地
方
創
生
で
、

東
京
圏
の
大
学
を
地
方

圏
へ
と
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
の
設
置
を
推

進
す
る
動
き
が
出
て
き

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
市
の
回
答
内
容
は
。

企
画
部
長
　
大
学
な
ど

キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
を

検
討
。
設
置
運
営
に
関

わ
る
費
用
の
助
成
を
求

め
る
と
国
に
回
答
。

質
問
　
次
年
度
も
継
続

し
て
宮
津
市
ま
ち
ひ
と

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
計
画
に
入
る
の
か
。

企
画
部
長
　
こ
れ
ま
で

の
各
種
事
業
の
検
証
を

踏
ま
え
、
次
期
計
画
に

盛
り
込
む
内
容
を
決
め

て
い
く
。
有
識
者
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
方

針
を
決
定
。

質
問
　
豊
岡
市
で
は
国

際
観
光
芸
術
専
門
職
大

学
（
仮
称
）
が
開
学
さ

れ
る
。
兵
庫
県
と
設
立

準
備
委
員
会
を
設
置
し

て
誘
致
に
導
い
て
い
る
。

当
市
も
京
都
府
と
準
備

委
員
会
や
研
究
会
か
ら

入
っ
て
は
。

市
長
　
選
挙
で
は
天
橋

立
が
あ
る
海
の
京
都
宮

津
の
特
性
を
生
か
し
大

学
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
宮
津
へ
の
新
た
な
人

の
流
れ
を
作
る
こ
と
を

訴
え
た
。
次
年
度
以
降

は
新
た
な
地
域
創
生
の

動
き
に
し
っ
か
り
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
な
が
ら
今

後
も
そ
の
実
現
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

人
財
流
出
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
の
誘
致
を

一問一答

残
業
削
減
状
況
と
人
事
評
価
の
昇
級
・

期
末
手
当
連
動
導
入
を
問
う

一問一答

蒼風会
向山　禎彦

蒼風会
坂根　栄六

質
問
　
残
業
削
減
の
現

状
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
。

総
務
部
長
　
４
月
実
績

前
年
比
80
％
。
目
標（
前

期
比
60
％
）
を
下
回
っ

た
が
概
ね
良
好
。
３
か

月
単
位
で
検
証
し
進
捗

の
Ｈ
Ｐ
掲
載
も
検
討
す

る
。

質
問
　
評
価
の
昇
級
・

期
末
手
当
連
動
は
い
つ

か
。

副
市
長
　
令
和
２
年
度

の
導
入
を
目
指
す
。

質
問
　
湾
ク
ラ
ブ
加
盟
、

モ
ン
・
サ
ン=

ミ
シ
ェ

ル
湾
締
結
の
具
体
の
施

策
は
。

産
業
部
長
　
今
後
、
民

間
レ
ベ
ル
の
交
流
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
障
害
者
の
鉄
道

割
引
制
度
は
。

福
祉
部
長
　
障
害
の
種

別
と
程
度
で
割
引
内
容

が
異
な
る
。
障
害
の
あ

る
人
の
外
出
支
援
に
向

け
割
引
制
度
の
拡
充
を

要
望
し
て
い
く
。

質
問
　
障
害
者
の
外
出

支
援
対
策
と
し
て
京
都

丹
後
鉄
道
㈱
の
「
あ
ん

し
ん
通
院
ペ
ア
乗
車

券
」
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で

は
。

福
祉
部
長
　
こ
の
乗
車

券
は
、
障
害
の
あ
る
人

の
み
な
ら
ず
高
齢
者
な

ど
も
利
用
い
た
だ
け
る

も
の
。
窓
口
な
ど
で
周

知
し
て
い
き
た
い
。

海
外
都
市
提
携
の
施
策
を
問
う

障
害
者
の
鉄
道
割
引
制
度
を
問
う

※詳しくは、ホームページをご覧ください。

　議長交際費とは、議長が市議会を代表して外部と交際する
場合に支出するものです。
　平成30年度の執行状況は下記のとおりです。

議長交際費

支出額 主な支出内容区分

会費

賛助

計

13

1

14

件数

宮津ニュージーランド協
会総会・懇親会会費
（公社）天橋立観光協会総
会・懇親会会費など

原水爆禁止2018世界大
会賛助金

議会情報はホームページでも公開
　一般質問は、要約原稿です。詳細は、ホームペー
ジからご覧いただけます。
　この６月定例会から全員協議会を録画配信してい
ます。

82,000円

5,000円

87,000円
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議員が
おじゃま
しました！ 「漁師町ととまーと」「漁師町ととまーと」宮津天橋立

　その日の朝、地元漁港で浜買いした魚を販売。
お昼は握りずしや、日替りランチも好評です。
宮津ちくわやかまぼこも販売中。

　丹後で獲れたお魚をうす塩汁に漬け、短時間で干し上
げた「生」に近い干物「一刻干し」を七輪で焼いて食べ
ることができます。

　府内の各漁港で水揚げされた鮮度抜群の
魚介類を堪能できるお店です。

　ちくわ作りや
握りずしが誰で
も簡単に体験で
きます。

Kanemasu７vn(カネマス　セブン)

煉り製品
体験工房

レストラン漁連

イベント広場でのセリ市

取
材
し
て
感
じ
た
こ
と

　
取
材
で
伺
う
た
び
に
、
お

客
様
の
楽
し
い
笑
顔
に
出
会

い
、
宮
津
の
海
鮮
は
美
味
し

い
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
努
力
と
工
夫

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
お
客
様
の
声
を
生
か
し
て

満
足
度
が
ア
ッ
プ
し
「
と
と

ま
ー
と
」
が
ま
す
ま
す
発
展

す
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
記
　
向
山
禎
彦
）

飲食スペース
（約120席）
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「漁師町ととまーと」「漁師町ととまーと」

　
２
０
１
８
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
宮
津
天
橋
立
「
漁
師
町
と
と
ま
ー

と
」。

　
駐
車
場
は
、
51
台
完
備
。
漁
師
さ

ん
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
届
い
た
水
揚

げ
後
の
魚
を
即
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
店
で
選
ん
だ
食
事
を
飲
食
ス
ペ
ー

ス
で
い
た
だ
き
ま
す
。
お
土
産
も
た

く
さ
ん
販
売
し
て
い
ま
す
。「
セ
リ

市
」「
体
験
工
房
」な
ど
イ
ベ
ン
ト
も

盛
り
だ
く
さ
ん
。
９
月
末
ま
で
は
屋

外
海
鮮
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

　京都北部初の熟成豆を使用したコーヒーをいただけ
ます。香り豊かで深みのある味わいが特長です。ジェ
ラートやタピオカドリンクも人気です。

　その日の朝、地元漁港で浜買いした魚を販売。
お昼は握りずしや、日替りランチも好評です。
宮津ちくわやかまぼこも販売中。

　地元特産の「へしこ」、干物、野菜、
海産加工品、お菓子などバラエティー
豊かな品ぞろえです。

　丹後の海からの贈り物としてオリジナル
商品を販売。「京さわらの極み万能だし」な
どが人気です。

ととカフェ

宮魚魚(みやとと)水産

お土産もん大幸
京都丹後社中

来
訪
者
の
声

・
店
員
さ
ん
は
み
ん
な
感

じ
が
良
か
っ
た
で
す
。

（
50
代
女
性
）

・
雰
囲
気
が
良
い
で
す
。

（
女
性
）

・
注
文
の
仕
方
が
分
か
り

づ
ら
い
で
す
。

（
大
阪
50
代
女
性
）

・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
漁
師
系
の
元

気
な
音
楽
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

（
大
阪
50
代
男
性
）

・
体
験
工
房
の
案
内
が
分

か
り
づ
ら
い
で
す
。

（
京
都
50
代
女
性
）
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特　　　集

平成30年度所管事務調査

産
業
建
設
福
祉
委
員
会

　テ
ー
マ
「
空
家
空
地
対
策
に
つ
い
て
」

追跡！
議会活

動
所管事務調査は、各常任委員会が所管事項の中から自主的にテーマを設定し、調査・提言を行うもの
です。宮津市議会では平成28年度から、所管別常任委員会ごとに毎年テーマを決め、所管事務調査を
行っています。

〇
調
査
内
容

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
中
で
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

が
増
加
し
、
や
が
て
、
住
ん
で
い

る
住
宅
が
空
き
家
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
ど
ん
な
対
策

が
必
要
な
の
か
。
当
市
の
空
き

家
・
空
き
地
の
現
状
と
取
り
組
み

の
状
況
を
建
設
部
か
ら
関
係
資
料

の
提
出
と
現
状
説
明
を
受
け
た
。

管
外
調
査
で
は
、
福
岡
県
豊
前
市

の
「
老
朽
危
険
家
屋
等
除
却
促
進

事
業
」
や
「
空
き
家
除
却
後
の
固

定
資
産
税
の
減
免
条
例
」
「
空
き

家
バ
ン
ク
の
状
況
」
の
先
進
地
視

察
を
実
施
し
た
。
管
内
調
査
で

は
、
実
際
に
空
き
家
の
状
況
を
地

域
で
把
握
し
て
い
る
自
治
連
合
協

議
会
役
員
の
方
々
と
、
空
き
家
・

空
き
地
の
流
動
化
を
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
危
険
家
屋
と
な
る
こ

と
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
仲
介
役
を
果
た
し

て
い
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
の

方
々
と
懇
談
会
を
開
き
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

＜産業建設福祉委員会・調査日＞
平成30年　8月20日　所管事務調査事項の議決
　　　　　 9月14日　執行部（建設部）から現状等について説明
　　　　 11月 7日　福岡県豊前市へ先進地視察調査
平成31年　1月15日　視察報告、執行部との意見交換
　　　　　 1月16日　宮津市自治連合協議会幹事会との意見交換
　　　　　 4月18日　宮津市の宅地建物取引業者との意見交換
 　　　　　　５月に調査研究を２回実施
令和元年　6月12日　所管事務調査報告書の議決 先進地視察（福岡県みやま市）

空家空地対策に関する提言書

　当市では、人口減少に歯止めがかからない中で、少子高齢化が進み、高齢者のみの世帯が増加しています。将
来的には、住んでいる住宅が空き家となることが想定され、防災、衛生、景観等の地域住民の生活環境に深刻な
影響を及ぼす管理不全による空家の増加も進むことが予測されます。
　つきましては、空家が放置され、周辺の生活環境への悪影響を未然に防ぐ観点から、空家対策における老朽危
険家屋の除却と、まだ活用できる空家の有効利用を促進させるため、以下の提言を行うものである。
　なお、本提言に対する取り組みについては、適宜、議会に報告を行うよう求める。

　　　１．老朽危険家屋の除却促進並びに未然防止を含めた支援策として、「老朽危険家屋等除却後の固定
　　　　資産税の減免条例」の制定に向けて調査検討され、その実現に努めること。

　　　２．空き家バンクに登録された空家並びに付随する農地を取得できるようにするため、農地取得に係
　　　　る下限面積（３０アール）を緩和する特例の制定について、農業委員会での議論がなされるよう働
　　　　きかけること。

　　　３．空家の流動化は、管理不全の空家防止策や定住促進策にも繋がるものであり、関係機関の連携が
　　　　重要である。現在、市では、宮津市空家空地対策協議会で意見交換を行ってきているが、更に実務
　　　　者レベルの情報交換の場を定期的に設け、お互いの役割を確認しながら連携強化に努めること。

産業建設福祉委員会で一致した意見は、提言書と同等のため割愛しました。
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平成30年度所管事務調査 市長に
　提言書を提出

総
務
文
教
委
員
会

　テ
ー
マ
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　観
光
に
つ
い
て
」

〇
調
査
内
容

 

年
間
３
０
０
万
人
が
訪
れ
る
宮

津
市
の
大
き
な
産
業
で
あ
る
観
光

で
ど
う
稼
ぐ
の
か
、
伊
根
も
含
め

て
天
橋
立
の
魅
力
を
ど
う
伝
え
て

い
く
の
か
、
舞
鶴
に
寄
航
す
る
ク

ル
ー
ズ
船
か
ら
の
誘
客
の
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
。
訪
日
観
光
客

が
増
え
る
中
で
、
観
光
名
所
を
生

か
し
雇
用
の
創
出
を
図
る
に
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の

か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
調

査
し
た
。

　
管
外
調
査
で
行
っ
た
志
摩
市

は
、
農
林
水
産
業
と
一
体
で
少
量

多
品
種
を
生
か
し
た
新
商
品
の
開

発
に
力
を
入
れ
、
観
光
消
費
額
を

上
げ
る
努
力
を
し
て
い
る
。
田
辺

市
で
は
、
「
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ

ュ
ー
ロ
ー
」
の
世
界
遺
産
の
道
に

人
の
歩
く
風
景
を
作
る
取
り
組
み

な
ど
、
先
進
地
視
察
を
実
施
し

た
。

　
ま
た
、
宮
津
天
橋
立
観
光
旅
館

協
同
組
合
と
の
懇
談
で
は
、
ゴ
ー

ル
は
世
界
遺
産
で
あ
り
、
10
年

後
、
20
年
後
に
は
欧
米
の
観
光
客

に
来
て
も
ら
え
る
観
光
地
づ
く
り

に
向
け
た
情
報
発
信
の
在
り
方

や
、
体
験
な
ど
の
付
加
価
値
、
年

間
通
し
て
松
並
木
を
使
う
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
、
環
境
と
景
観

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
意

見
や
要
望
を
聴
取
し
た
。

総務文教委員会で一致した意見
○外国人の目線で更なるまちづくり施策をすすめられたい。
○外国人観光客が地域を深く理解し、次また訪れたいと思う
環境整備のために、交通情報、神社仏閣や砂浜、祭りの映
像など、ＱＲコードの活用も含め、観光情報にアクセスで
きるプラットフォームの整備をされたい。

○外国人観光客に安心して訪れていただくために、公衆無線
ＬＡＮ（wi-fi）と個店のwi-fi整備との費用対効果を考慮
し進められたい。また、将来における５Ｇ通信網の整備と
宮津市が整備したＮＴＴ光ファイバー網の活用も含め様々
な方法も考慮されたい。

＜総務文教委員会・調査日＞
平成30年　8月22日　所管事務調査事項の議決
　　　　 10月25日　執行部（企画部）との意見交換
　　　　 11月13日　三重県志摩市へ先進地視察調査
　　　　 11月15日　和歌山県田辺市へ先進地視察調査
平成31年　1月15日　視察報告、執行部との意見交換
　　　　　 4月15日　宮津天橋立観光旅館協同組合との意見交換
 　　　　　　４月から５月の間に調査研究を２回実施
令和元年　6月12日　所管事務調査報告書の議決

インバウンドを中心とした観光に関する提言書

　観光白書によると、日本の人口は減ってきており、日本人が使う観光消費額は下がってきている。業界では危
機感を持ち、早くからインバウンドに取り組んでいるが、宮津の観光業界ではどう対応していくのか。時代はネ
ット社会である。10年20年先を見越して、欧米からの個人旅行者のための観光地づくりに、共通認識をもって対
応していかなければならない。景観だけでなく、神社仏閣・祭りなどの歴史文化、地域住民との交流や体験な
ど、旅行者が自分のしたい旅行をするための情報を収集する手段として、以下の提言を行うものである。
　なお、本提言に対する取り組みについては、適宜、議会に報告を行うよう求める。

　　　１．　外国人の目線で、外国人観光客に安心して訪れていただくために、観光情報にアクセスできる
　　　　　プラットフォームの整備をすること。



※開議時刻10：00（9/20は13：30～）
・この日程は予定であり、予告なく変更する場合があります。9月定例会 会議日程 ・請願書の締切り8/22㈭正午

8/31

9/1 9/2

8/25 8/26 8/27 8/28 8/29

9/3 9/4 9/5 9/6

8/30

9/7

9/8 9/9 9/10 9/11 9/12 9/13 9/14

9/15 9/16 9/17 9/18 9/19 9/20 9/21

9/29 9/30

9/22 9/23 9/24 9/25 9/26 9/27 9/28

本会議
（開会・提案説明）

本会議
（質疑～委員会付託）

予算決算委員会

本会議
（委員長報告・採決）

予算決算委員会分科会予算決算委員会分科会所管別常任委員会・
予算決算委員会分科会

（予備日）

日 月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

第96号
2019

8.5

発行／宮津市議会　　編集／議会情報化委員会　　〒626-8501　宮津市字柳縄手345-1
TEL 0772-45-1639　　FAX 0772-22-5436
電子メール  gikai@city.miyazu.kyoto.jp

検　索宮津市議会インターネット検索
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編
集
後
記

　
議
会
だ
よ
り
は
、
今
年
度
か
ら
一

色
刷
り
に
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
議
会
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
ル
ー
ト
に
天
橋
立
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
撮
影
が
始
ま

り
、
２
０
２
０
年
へ
向
け
、
良
い
流

れ
が
で
き
て
い
ま
す
。
宮
津
を
訪
れ

る
外
国
人
観
光
客
も
増
え
、
ま
ち
の

風
景
も
変
わ
り
、
情
報
も
世
界
へ
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
の
お

も
て
な
し
で
楽
し
い
旅
の
思
い
出
と

な
る
よ
う
努
め
た
い
で
す
。

（
松
浦
登
美
義
）

議会情報化委員会
　委 員 長　星野　和彦　　副委員長　松浦登美義
　委　　員　向山　禎彦　　委　　員　長林　三代
　委　　員　河原　末彦

由
源
社
　
岩
瀬
　
佑
子
（
秀
苑
）
さ
ん

　
昨
年
６
月
に
書
家
の
尾

崎
邑
鵬
（
お
ざ
き
ゆ
う
ほ

う
）
先
生
が
宮
津
市
特
別

栄
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
95
歳
に
な
ら
れ
た

先
生
は
、
大
正
13
年
に
宮

津
市
辛
皮
で
生
ま
れ
、
書

道
を
本
格
的
に
学
ぶ
た

め
、
27
歳
で
大
阪
に
移
住

さ
れ
、
昭
和
29
年
か
ら
日

本
美
術
展
覧
会
（
日
展
）

に
連
続
入
選
さ
れ
ま
し

た
。

　
先
生
は
日
展
の
理
事
な

ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
平

成
９
年
に
勲
四
等
旭
日
小
綬

章
、
平
成
28
年
に
は
文
化
功

労
者
顕
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
宮
津
会
館
２
階
ホ

ー
ル
入
口
の
「
優
躍
創
」
や

上
宮
津
小
学
校
の
廃
校
を
記

念
し
た
「
学
び
の
郷
」
の
碑

は
先
生
の
書
で
す
。

　
今
般
、
宮
津
市
議
会
情
報

化
委
員
会
の
依
頼
で
、
尾
崎

先
生
に
議
会
だ
よ
り
一
般
質

問
の
「
市
政
を
問
う
」
の
寄

稿
を
お
願
い
し
、
快
諾
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
生
の
功
績
を
宮
津
市
の

皆
さ
ん
に
も
っ
と
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
、
尾
崎
先

生
に
続
く
書
家
が
育
つ
こ
と

を
願
い
な
が
ら
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

す
る
次
第
で
す
。

書
家 

尾
崎
邑
鵬
先
生
の

　宮
津
市
特
別
栄
誉
賞
の

　
　
　
　
　
　
　
　受
賞
に
寄
せ
て


